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社団法人日本外洋帆走協会

今年は、三月中に六月頃の暖かさの日が続いたと思ったら、四月中旬には大

雪が降り、どうなることかと心配いたしましたが、その後案外平常の天候にも

どり、良きヨツトシーズンを迎えさしたo

本年の行事の大きな山ともみられていた太平洋横断シングルハント・レースも

待受態勢を整える日の前夜に、予想どおり、フランスのTABARI』Y氏が、われ

われの想像を遙かに上廻つたスピート°で、第2位のTARIJAIN氏を10日

以上も引離してフイニツシユし、日本のヨット関係者をアツといわせましたo

しかもなお1隻は、現在日本に向って航走中であって、遠からずフイニツシユ

して、このレースは幾多の参考事項を残して終了する予定であります○

NOROの所属艇が1隻もこのレースに参加しなかったことは、まことに淋

しいことではありましたが、このレース以外の国際レース出場のため、東海支

部所属の「OHITAⅢ」及び「GAMETUYA」がアメリカに着いており、

別に「白雲」が世界一周航海の途上にある左ど、目覚しい活躍をいたしており
ますo

室た、NOROの会員や登録艇も、このところ特に急増し、前回の第20号

ニュース発行の3月15日以来既に70名の会員と16隻の登録艇の増加をみ

ました。まことにご同慶に存じますとともに新旧会員庫然一体となって壁すます

す和やかなNORCを形成していただきますよう、会員の皆様に切にお願い申
し上げ交すo
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1 本部

1．第1回太平洋横断シングル会､ンドレース

矛一回太平洋横断シングルハント･レースは6月6日現在、参加艇5隻の内、

「PENDUI0KV」、「BLUEARPEGE」、「MEX」の3艇がフイニツシユ

し、アメリカのJERRYOARTWRIGHTが途中棄権したほか、ベルギーの

RENEHAUWEARTはマスト折損の後、サンフランシスコに自力でもどり、マス

トを新調して、4月11日に再スタートし現在航行中という状況である。

フイニツシユした3挺のレース状況はだいたい次のとおりです。

1.ERIOTABARLY(フランス）

「PENDUIOKV｣I｣OA35ftアルミスルーフ

フイニツシユ：4月24日20時59分

所要時間：39日15時間44分

航行距離（約）：5，700浬

平均宝力:6Knot

フランスのタバルリーはこのレースのため特に「PENDUIcKV」を設計した。

全長35ft，排水量3.2tonの思い切った軽排水型のこの艇はエンジンも積まず、

ビームを広くとり、これをスターンまでいつぱいに持って行き、巾のせまい、アスベクト

比の高い細長いフインキールをつけ、スケグのついたセパレートラタ‐－は、スターンのぎ

りぎりの所にまでもって行っているというように、追手のフ・レーニング性能をねらったこ

とがはっきりしてる。

彼のコースも、したがって、最初から南に下って貿易風帯に早く入ってそれに乗ってで

きるだけ長く追手で走るという当初の見込み通りのものとなった。

サンフランシスコから南下してKauai島の北5浬に達した所で、ヘッディングを西

に取り、ここから23oの線に沿って、貿易風をスターンからスターポート．クオーターに

受けて快走を続け、南烏島北方から2900のコースでフイニツシユに向けて上らせた形

になった。

黒潮はさして問題にならず、城ケ島の東南東，50浬位の所で、黒潮に乗ったと思われ
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1日で60浬も北にかせいだので、むしろう．ラスになったようだ。

途中の時化は大したことはなく、前後3回20m位の強風があっただけだったoスタート

後5～6日目に風速20m位の向い風を受け、Kauai島の線で貿易風帯に入った所で3日

間連続20m近い追手の風があり、日本近海で低気圧にぶつかり、やはり20m位の西風に

やられたようである。

Kauai島の西では3日間に600浬を走り、日本近海でも南西風に乗って13KnOt

で快走したようである。当初タバルリーがサンフランシスコで40日間でフイニツシユする

と記者団に語ったが、その推定所要時日を下回る謝39日15時間、平均6Knotという、

予想以上の快ペースでフイニツシユし、優勝したわけだ。

自動操舵装置は舵のすぐ後の水流の乱れた所にトランサムの後部についていた為に十分の

効率を発揮できず、特に追手の時には苦労したそうである。

メインフ．－ムはブームヴァンク取り付け金具の所（ほr真ん中）からベント・していたが、

これは追手帆走の途中、ローリングした際ブームエンドが海に入り、水圧のためベンドした

ものとのことだ。

このほか、ポート.バウの外板が凹んでいるが、これは浪によるパンチングのためとのこと

である。「PENDUIOKV」の外板はアルミで5WWの肉厚のものを使用している。

「PENDUIOKV」は両舷に各'と500"入るパラストタンクを装置しているが

タバルリーによれば極めて効果的であり、強風の追手、上りともこれを常時使用したとのこ

とだ。

なお「PENDUI0KV」の航海灯はアルミマストの中に配線され、マストヘツトﾞ

に舷灯尾灯兼用の－灯があるという非常に効果的なものなのだが、スタート矛一夜から配線

の不備のためか、点灯せず、タバルリーはそのま》無灯で航毎をした。最も、タバルリーは

故障がなくても、外海に出れば航海灯は使用したことはないそうだ。

2.JEAN－YVESTERIJAIN(フランス）

「BI｣UEARPEGE｣r｣OA30ftFRP弛トンタイプ・ストツ

クポート改良型

フイニツシユ：5月5日15時58分

所要時間：50日10時間43分

－2－



航行距離（約）：5600浬

タバルリーと同じく、テルランも昨年度の大西洋シングルハンドレースに参加しているが

この時は全長35ftのmlizabethan35を使用していた。

今回は半トンカツフ°の優勝艇である「ARPEGE」をシンク、ルハント・用に改装した

「BIJUEARPEGE」をデザイナー兼製造者であるMichelDufOurに提供しても

らっての参加だったが、全長30ftと、リミットよりか左り小さいため、艇速は

「PENDUI0KV」「MEX」のいづれよりも小さかった。

このためテルランは同じ南廻りのコースを引き左から、タバルリー程南下せず、貿易風帯

の北側沿いに走ることによって走行距離を短かくして勝つチャンスをつかむことを考えた。

Kauai島の線まで南下したタバルリーと違って、テノレランは当初270の線から西に進

路を変えることを計画したが、28oの線まで南下した時点で早くも優勢な貿易風（と思え

た）をつかむことができたため、と典で転針し、28．線沿いに西進する形となった。

スタート後3週間目のこの時点で彼は7日間に1，070浬を走り、一日150厘平嶽6

knOtの快ベースを維持し、一応最初の目論みが当ったことになったb

しかし、との風もほんものではなく汁3週以降は風にもそれ程めく．まれず、足が延びずに遅

れてしまう結果と左つたようである。

テルランは西経155．位の線玄で28．線沿いに西進を続けた後、と呉からフイニツシ

ユヘ向って305oのコースを引いた。

このコースでは太平洋高気圧の中を走ることになり、この時点でタパルリーの場合と違っ

て優勢な低気圧が通過しなかったこともあって、更に遅れてしまう結果となった。

5月3日午前9時頃、城ケ島の東南東約200浬の時点で、「BIJUEARPEGE」

は矛22．．．丸に発見され、同船より三崎の漁業無線局にこの旨連絡が入り、われわれに

もこれが伝達され、フイニツシユ受け入れ態勢に入ることができた。

八丈島レースの最終フイニツシユ艇が入ったのが5月5日04時53分だったが、コミツ

テイーは引き続き「BIJUEARPEGE」のフイニツシユ受け入れのため城ケ島灯台博

物館にとど左つた。八丈島レース参加挺を悩蚕せた連日の行楽日和のため風は弱く、夜間

のウオッチ態勢の検討を初めた頃、午後3時過き．に、午後から吹きだした南西の風速15m

－3－
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位の強風に乗り、赤いリーチングゼノアを張った「BI｣UEARPEGm」を確認した。
テルランは前夜すでに野島崎にとつついていたのだが、微風のため前にでることができず
逆に潮のため大島寄りに西へ15浬位流され、午後の南西風をつかんでのフイニツシユだっ

たが、昼ごろガスの中で､連休に大島へ出かけ帰路を急いでいた「PENDUIcKV」

と偶然にも出会い、両艇前後して三色のフランス国旗をスターンにひるがえして城ケ島沖を
通るという、まさに「フランス太平洋に勝利す」の図となった。

テルランはスタート矛一週に他艇も出会った風速20m位の時化にあった以外は連日好天
にめぐされ、天測のできない日は一日しかなかったそうである。

一日の最長走行距離は180淫。タバルリーと同じ自動操舵装置は、艇が小さかったこと

もあってか、全く申し分なく作動したそうである。ミジツフ．、卜ゞツグハウス上に固着した、
両舷に張り出して、しかも引き延ばし可能をフ．－ムを利用してのフオアセールの種々の張り
方（ツインジブの観音開きカツターリグ等）は大変操作が容易で、かつ効率も良かったとの
ことである、

ツインジブのクロースがうす過ぎたこと以外はトラブルも全く無く、極めて順調な航海だ
ったようであるo

3.OLAUSHEHNER(ドイツ）

「MmX」IJOA35ft鉄針鍵スループワントンタイフ・Optimist改良型
フイニツシユ：5月7日21時18分

所要時間：52日16時間03分

航行距離（約）：5，000浬

ヘーナー氏も前二者同様、昨年度の大西洋横断シングルハンドレースに参加しているが、
この時使用した同じ艇を再び使っての参加だった。

但し、スタンタ．－卜｡のOp七imiStは全長37f､tのため、スターンを2室t，切って、
リミットの35ft，にする左どの改造を加えているo

「MEX」は二年連続ワントンカツフ・に優勝した･RiCllardOarter設計のOPtimiet

タイプ・であり、との大きさの艇としてはその性能は証明済みだが、タバルリーの思い切った
艇にくらべれば、特に追手の帆走ではかなり差をつけられると思われた。

－4－



そこでヘーナーは「PENDUICKV」を相手にして勝つには大圏コースに近いコー

スを引くことによって、走行距離を短かくすることを計画した。タバルリーの南廻りコース

が約5，700浬の航程であるのに対して大圏コースは4，700～4，800浬位で済むことに

なる。

但し、南廻りが追手の順風を期待できるのに対して北廻りコースでは春といっても北太平

洋では未だ冬の海に向うことになり、日本近海を通過して発達した低気圧に正面からいどむ

形となる上に、黒潮にもさからうことになり、風向も殆んど上りといった悪条件で走らざる

を得ないので、かなり思い切ったギャンブルといえる。

しかし、「MEX」は上り性能では定評のある艇でもあるし、排水量も6.5tと

「PENDUIOKⅥの3.2tの倍もあり、荒天性能には自信があることなどからヘーナー

はひとり北廻りコースを引いたわけだ。

矛一週にヘーナーは早くも風速27～8mの時化にあい、しかも北西の真上りという悪条

件のため、当初予定の大圏コースよりかなり南側へコースを落して走らざるを得なかったよ

うだ。それでもハワイ北方では北緯400の線にまで北上した主うだ。

引き続く上りの強風のためここから一端、38o線まで南下し、38．線沿いにしばらく

走った後、ミット．ウエイー北方で再び大圏コースを引くため北上を開始した。との地点でマ

ニラからロスアンゼルスの大圏コースを横切ることになり、ここでフィリッピン船籍の商船

とすれ違った。これは前にも後にも、ヘーナーが全航海中に会った唯一の船とのことである。

日付変更線を横切ったのは4月11日だが、テルランは4月13日なので、この地点まで

はテルラン氏より先行していたわけだ。

しかし、この後、日本に接近する最後の航程でヘーナーは最悪の時化にやられた。

11日間連続して風力9～10mの暴風にたたかれ、自動操舵装置を波のため破損され、

ストームジブも吹きち切れてしまったためにピーブツーを余儀なくされてしまった。しかも

激しい風と波にもまれている中にマストカラーの木材が割れてしまい、ここから水がキャビ

ンに入り、キャビンは水びたしになってし主つた。

天測は勿論不可能だった上に、DFの方位アンテナが動かなくなり、DFによる位置確認

もできず、最悪の状態だったようである。

－5－
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しかし、時化を乗り切ったヘーナーは犬吠崎にぴったりコースを引き当て、ラント嬬フォー

ルした。黒潮をさけるため沿岸沿いに南下し、5月7日の朝、勝浦灯台の北東.7浬（城ケ

島より53浬）の所で、海上保安庁の巡視船に発見され、との旨、われわれにも連絡が入り、

フイニツシユ受け入れ態勢に入った。

最終コースは追手の微風となったが本船航路上、城ケ島沖でフイニツシユ直前に15m以

上の突風に襲われ、スピンを取り入れるのにかなり苦労をした上でのフイニツシユとたった。

アメリカのJerryOartWright及びベノレギーのReneHauWearbは他の各艇を

襲った、スタート後5～6日目の時化にやはりも左れ、JerryOartwrightはポンク

からほうり出され、頭がい骨にヒピが入ってしまう、重傷を背い、平衡感覚を失いながらも

自力でハワイに入港し棄権した。

2．第三回八丈島レース報告

帆走委員長大儀見薫

八丈島レースも本年で三回目となり、われわれの本格的オフシヨアーレースとして完全に

定着するようになった。

参加艇は別表の如く6隻で、最近の目を見張らせるよう左クラスⅢ以上の艇の活躍ぶりか

らすると若干物足りをい気がする。昨年度の参加艇の内、「MIGRATOR」、

「SEAWITCH」のUSNaVy勢が今年は参加できず、代りにというわけでは左

いが、階美」と昨年は香港一マニラレースに遠征のため参加できなかった「M工ss

SUNBIRD」が加わっての6隻であるo

レースコースは総会での決定の通り、小網代スタートになり、レース自体の面白さの点で

も、運営上の面でも非常に良く准り、今後はこのコースで定着するものと思われる。

スタートはコースが延びて240浬位になったこともあって、昨年より1日早く5月1日

の正午に左b、とのコースを走るに要する、BSFによる推定所要時間は最小艇の「はや蚕

る」で57時間03分であることから考えると、タイムリミット’(5月5日1800）

－6－



までの時間－102時間は少々 過大かと思われなくもなかった。しかし、結果的には微風レ

ースとなり、最終艇のETが89時間弱となったので、この位の余ゆうのあった方が良いの

だろう。

〔気象・海象概況」

昨年度の八丈島レースではスタート時（5月2日正午）には本州東海上に大きな高気圧が

頑張っており、いわゆる行楽日和で風が丸一日無かったのだが今年は西の方がら高気圧が接

近しつつあり、この高気圧のため連休一週間、一度も雨か降らなかったという状況となり、

レースの全航程がとの高気圧圏内で終るという、のんびりレースとまった。

昨年度は低気圧がスタート二日目にレース艇を八丈島北方で襲ったのだが、これがほぼ予

想されており、いつ西の方から天気かくずれるかが、レース戦略上のポイントだったが、今

度はこのような見通しもたたず東海の高気圧から吹出す東寄りの風が終りまで持続した。

黒潮は4月になってから遠州灘沖に冷水塊が出現したため、潮流か大きく蛇行する形とな

り、活溌な動きをしていた。蛇行のパターンも安定するに致らず、東へ一日に約6浬位の速

度で移動していると伝えられていた｡したがってこの蛇行の移動の仕方によっては伊豆七島

沿いの潮は南向流と怠る場合もあれば、逆に北向流になっている場合も考えられ、全般に風

が弱いことが予想されることもあって、レース艇はコースの選定には苦労したものと思われ

るo

〔レース概況」

レース艇はスタートから二手に分れてしまい、伊豆半島寄りの西コースをとったのが3艇

大島の東をほぼまっすぐ←南下した東コースが同じく3艇と、丁度二分されてしまった。

西寄りのコースは「潮風Ⅲ」「飛車角Ⅱ」「天城」の3艇、東は「MISSSUNBIRD」

「智美」「はやまる」となった。

西コースの艇は黒潮の流れをかなり重視し、直接南下したのでは逆流にさからう形となり

北もしくは東方に流される可能性が大きく、これを避けて伊豆に取つつき、むしろ伊豆南方

で南向流に乗ることを計算していたのではないかと思われる。

－7－
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一方、東側という八直接、ほぼ最短コースを引いた艇は潮の影響はあをり気にかけず、

東寄りの風を早くつかんで南下を急ぐ作戦だったと思われた。

結局、黒潮は大きく南に蛇行した玄且レース海域には殆んど影響が認められなかった事と、

高気圧が優勢で、西からの天気のくずれも無く、東寄りの艇は伊豆半島沿いに大き左ベタに

入ってしまい、直接南下した各艇に一昼夜の差をつけられてしまった。

しかし、風は全般的に弱く、むらがあり、直接南下した3艇も、それぞれ風の状況が違っ
ていたようである。

「MISSSUNBIRD」は州の崎までスターポート・タックで行ったのが当ったと見えて良

い風にめく．在れて、洲の崎から八丈島さでワンタツクで走り抜け、ここでは二番艇「はやま

る」に10時間の差をつけてしまい、断トツだったが、帰路、三宅島東方で風に見離されて

「はやまる」に逆に6時間も差を詰められて、優勝をさらわれてしまった。

帰路は耐工SSSUNBIRD」だけが30時間以上、他艇はいづれも23～25時間で走
っているので不運だった、といえる。

「はやまる」はマイペースで最も短いコースを引いて走り、出場最小艇ながら優勝。

「智美」は八丈島近くまで「はやまる」の近くに居ながら、八丈島廻航での大廻りがまづ

く、これが2時間の差と左り、ついに「はやまる」を再びつかまえることができたかった。

西にコースを引いた3挺は、1日の夜の時点ではむしろ東寄りの「MISSSUNBIRD」

以外の2艇より先行した形で稲取の線に達していたのだが、2日の日は全くのべ夕凪と左っ

てし玄い、丸24時間かかつてもなお神津島の線を越えることができず、他艇がすでに八丈

島を廻っている5月3日の朝には未ぞ神津島の南、三宅島の西に居たことになり、決定的な

差がついてしまった。

「飛車角Ⅱ」はと典で引き続く微風と、動きそうにない高気圧のためタイムリミット内の

フイニツシユは困難と判断して、棄権を決定し、機走して帰った。

「潮風町「天城」ともとの日（5月3日）の夜には八丈島にとりついていたのだから残念
な話ではある。

－8－
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3．本部連絡事項

（1）44年度年会費の納入について

本年度の年会費未納の方は至急納金願います。レースに参加の場合未納の方は非会員扱

いになり左すのでご了承願います。

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
３
１

１

茎
茎
茎

！篭噌：年会費一

｜-準会員

へ

納入先

現金NORC本部

住友銀行虎の門支店

振込｛｝普通口座
日本勧業銀行虎の門支店

口座名日本外洋帆走協会

（註）関東支部所属会員は上記の年会費に「関東支部基金」茎1，000を加えるこ

と。

※なお、年会費改訂前に旧料金を納入された方には差額を納付するようお願いし

てありますが未納の方は至急納金願います。

⑫）準会員の正会員編入について

定款の改正により、満20才に達した準会員は所定の手続きに主り正会員に編入しなけ

ればなら左いこととなり在したので、各支部において手続きの促進につきご協力をお願い

いたし主す。

切換へについては、NORO組織及び運営規程により、正会員としての入会金及び年会

費を納入して貰うこととなります。

(3)新らしい国際信号について

NORCニュース矛20号でお知らせしましたように、国際信号書が全面改正されて本

－10－
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年の4月1日より実施されています。

NORCも、前号に引続いて、国際信号書抜華を少しづふ掲載する予定であり童したが

バラバラに掲載するよりも、まとめて1冊にした方カヘ利用価値が高いので、ただいま編

さんを始めましたので、ニュースへの掲載はとり止めをした。

(4)英人マツケンジー氏の現住所のお知らせ

NORCが今日の隆昌を招く基礎となった1953年の0．0.J、時代に、よき指導

者であられた英人マツケンジー氏のご住所が、“月光Ⅱ世，,久保田オーナーのご尽力によ

り、このほど判明いたしましたのでお知らせします。

旧知の方はお便りなど、どうぞ…．｡……．

（麻里記）

MRcA.A、MAOKENZIE

APARTADO136．DECORREOSMAHON.

MINOROE．SPAIN.

4°よみもの「風」（つNき）

（3）夏の風

一般の人達に風が一番歓迎されるのは、なんといっても夏の季節である。そのために、

夏の風に対する呼び名には、他の季節以上に沢山のものがあり、親しみのある呼び名も多

い。学問的にいえば、夏の風は南方洋上の高気圧帯から大陸の低気圧帯に向って吹き込む

東又は南東の季節風である。この南よりの風のことを「みなみ」と呼び、これが強烈にな

ると「大みなみ」といわれて夏の代表的な風の呼称である。この「南風」即ち「みなみ」

も、所によっていろいろに呼ばれているので、順を追って書いてみよう。クルージング中

の油凪のつれづれに思い出して貰えれば幸甚である。

× ×

－11－
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一

「はえ」は漢字では「南風」である。即ち「南風」のことを「みなみ」とも「はえ」とも

呼び、叉所によって同じ風を「まじ」玄たは「左ぜ」という所もある。

「はえ」には真南から吹〈「正南風（まはえ）」と、東よりになると「南東風（はえごち）」

西よりになると「南西風（はえにし）」と呼ばれるものがあり、余り強く左い柔い風である

ので、船乗たちに喜ばれる風である。しかし5月末から6月頃に雨を伴った南風が吹〈が、

これを「黒南風（くるばえ）」という。これと対称して、梅雨雷が鳴って梅雨があけ、又南

風が吹き始めるが、この南風を「白南風（しろはえ）」と呼んでいる。

「主じ」玄たは「まぜ」と呼んでいるのは、瀬戸内を中心に、四国および九州の東岸にか

けての地方である。

左た、台風が近づいている時、雲裾力禍を巻いて乱れ、雲脚も早く、高温多湿のため、

じっとしていても汗がにじみ出てくるような日を忙吹く、南東からの強い風のことを「や

まじ」と呼んでいる所もある。矢のような「まじ」であるというのでできた名であって、日

本語としても藺蓄のある言葉であると思う。

× ×

また、青森から北九州にわたる裏日本方面に、いい慣らわされている「ひかた」という風

の呼び方がある。これは日のある方から吹〈風ということで、南東、南、南西の風をいう。

だいたい漁民に喜ばれる穏やかな風であるが、青森県の下北半島など、地方によってはこの

陸よりの風がやがて雨を降らせて、強風に転ずることもある。帆船時代にはこの風に乗って

北へ下って行ったので「ひかた」のことを「くだり」と呼んでいるところも多い。同じとの

地方で「ひかた」の逆の風、即ち東風から北東、北、北西の風のことを「あえの風」又は

「あいの風」という。もちろん季節も4月から8月頃までの風であって、この風も暴風、烈

風をいうのではなく静かなそよ風をいう。仲実朝臣に「越の海あゆの風ふく左どの海に舟は

とどめよ浪枕せむ」と詠まれている歌からも「あゆの風」即ち「あいの風」の質が想像でき

よう。土用に吹〈「あい」を「土用あい」とも用いている。

－12－



5．6月ごろの、日本海の冬の季節風が弱まる時分に、三陸沖に根を据えた高気圧が、山を

越えて日本海方面へ吹き出す寒冷な風を「やませ」即ち「山瀬風」という。

この寒冷な風のために、漁獲を妨げられたり、農作物が冷害を被るために嫌われている風で

あるが、帆船の人達からは順風として歓迎されていたものらしい。蚕た越後を中心とした裏

日本の農山林には「だし」という名の風があって本州の背梁山脈を越えて吹きおろす気節風

のことで風速も早く、熱気を帯び、極度に乾燥しているため、樹木をいためるのみで怠く、

フエン現象を起して、大火の原因に左るのがこの「だし」である。「だし」は山から海へ吹

き出す風であるから、地勢によってその方向はまちまちであり、太平洋岸では、北風のこと

を「だし」というところもある。静岡地方では土用が過ぎるとこの「だし」も強くなって恐

ろしい風であるといわれている。「だし」の語源は、陸から海へ吹〈風のことで、帆船を出

港させるのに良い風であるから「だし」と呼ばれるように左つたといわれる。

× ×

梅雨の前後には、東南より左ま暖かい風が吹くものでこの風を「たつみ風」ともいうが

「いなさ」と呼び関東では、上越の雪を解かし、そのため利根川の水が増すばかりで左<、

豪雨を伴うことがあり、水害の原因となる風として怖れられている。帆船時代にはこの風は

南の海より吹き寄せる大浪のため、遭難の最も多い風として船乗たちも恐れていたという。

伊豆半島の東岸では「いなさ」は南東の風のことであるのに、下田で「いをさ」というのは

南風のことであって、地域によって風向に多少の差があることが認められる。また陰歴5月

に吹〈東南風のことを「黄雀風」と呼ばれることも知っていてよかろう。即ちこの頃は、海

の魚変じて黄雀とをるという中国の俗説から来た呼び名であろう。

× ×

風向に関係をく夏の風の呼び名には「薫風」「青嵐」「湿風」「熱風」などがある。これ

は吹いている風の性質によって名づけられたもので、青々 とした樹海や草原を吹く風が「青

－13－
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嵐」であり、暑苦しい肌に心地よく触れる風のことを「薫風」といって、親しまれているの

である。もちろん、風そのものが薫らたくとも、薫るように快い風と感じたものである。

「湿風」は夏の末頃に吹く、い左にも雨に左りそうなあたたかい風であり、フェーン現象の
時吹く乾燥した暑い風は「熱風」といわれている。

× ×

夏の風は親しまれている丈に、無風即ち「凪」に左ると、その影響も大きく従って凪に対

する関心も大きいので、凪に対しても、「土用凪」「朝凪」「夕凪」「油凪」左どの名が与

えられて、関心の深さが示されている。夏の凪ほどヨツトマンをじたんだ踏ませるものはあ
るまい。

Ⅱ関東支部

1．「夏祭り」の開催について

関東支部主催1969年度NORc夏祭りを、次の通り行います。

前夜祭：8月2日（土)1930～

海上カーニバル：8月3日（日）1100～

於シーポニアヨツトクラフﾞ

昨年度は、台風下にもかふわらず、大勢の海国男女が参集し、極めて賑やかで楽しい集い

となりましたが、今年は更に一層の趣向を凝らして、より充実したものにしたいと計画中で
す。

特に、今年新らしくNORCのメンバーに加わられた方々の歓迎を中心に、各艇は出来る

丈海上より参加して頂き、シーボニアの岸壁をNORCの精鋭艇で埋めつくし、その偉容を

誇りたいと思いますので、皆様のご協力をお願いします。

なお、当日は鳥羽レースの翌週の土、日に当りますので、他支部の会員の皆様の参加を大
いに歓迎致します。

行事としては次の様なものを企画中ですが、奇抜で楽しいアイデア等ありましたら、何卒N
－14－



ORO本部迄ご連絡下さい。

前夜祭：表彰式、新人紹介と洗礼式、呑み放題大パーテイー

キヤンフ．フアイヤー、花火

シヨーポート（バント･出演、フリート対抗かくし芸等）

海上カーニバル：デコレーテツト．ヨットによる大パレード

ミスNOROコンクール、

フリート対抗仮装コンクール

海上運動会（テンダー沈め競争、マスト早登り、水中綱引き、ミニミニオーシヤ

ンレースその他）

なお、当日は記念品、賞品等沢山用意しており主すから、ご家族、恋人ご同伴で盛大にご

参加下さい。

会費は、大体昨年と同程度の予定です。

2．1969年度第2回関東支部安全委員会議事録

日時1969年3月26日（水）1800～2130

場所船舶クラブ会議室

出席委員（敬称略す）

名和（総務委員長)、大儀見（本部総務委員長）、横山、近藤、飯島(砿高野

山下、永江、千葉熊沢、古河内、武田、岩田（代)､福永

議事内容

I関東支部安全委員長交替の件報告：3月19日（水）関東支部常任委員会に於て、

本年度支部安全委員長福永昭選任

Ⅱ3月6日矛1回安全委員会議事録Ⅳー1「ライフラフトの置き場所」について

の結論(1)～(4)に対し、関東支部常任委員会に、"REDSHARK''関根久氏の

私見が提出されているので、との問題について再検討を行った。

1.06REDSHARK''の安全検査を行った飯島征委員の報告：ライフラフトは

コクピツト内に設けられた専用の凹みに格納してあり、置き場所として使用上差し

－15－
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支えないと思う、検査時には蓋は左かつた、凹み自体はセルフベイリンク．では左ぃ。

2．永江委員より、安全検査は規則により客観的に判断が出来るようにあって欲しい、

なるべく検査員各自の判断によらずに判定出来る規則であるべきだ。

3．大儀見：安全規則は安全の面と同時に、レースに際し各艇同一条件を与え、公平

にレースを行う目的がある。艇の帆走性能に影響を与える条件は同一でなければな
らない。

4．福永：良いアイディアは殺さずに更にう°ラスの方向にもっていくべきだ、RED

sHARKの案が、若し好ましくたい左ら、コクヒ°ツト底に、水密のふたを設け、

而も瞬時にふたが外せて、ライフラフトがすぐ取出せるよう左工夫が出来れば問題

はないと思う。あまり細かく規則で定めるより、オーナーの責任と判断に、ある程

度以上はまかせてしかるべきだと思う。

5．横山：本年一年を研究期間として全般的に安全規則を改訂したら良いと思う。

尚規則改訂委員として近藤頑之氏にお願いしたい。

上記の如き意見により本年総会迄に結論が出るよう、規則改訂にとりか虫ることとたった。

。〔追記j4月の関東支部常任委員会においては、本年度の統一見解として、「ライフ

ラフトは艇内に置かないことを原則とする」こととまった。
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ライフラフト専用のハッチ内

に置いてあるもの
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’
コクピツトの底に専用の凹み

を設け格納してあるもの

EDSHARK)

3．計測委員会

（1）レーテイングー覧表について

関東支部所属艇のレーテイングー覧表が出来上りましたのでお届けします。

4月1日以降に計測を実施した艇のレーテイングについてはNOROニュース紙上で

御紹介しますので会員各位においてレーテイング一覧表に御記入下さい。

尚、関東支部以外の支部所属艇のレーテイングー覧表は現在、作成中ですので、しばら

=、

〈お待ち下さい。

②新レーテイングの紹介

SAIIJ｡Nq艇名R工G

197あさひS

600竜王s

615天城S

B、S･F

688．8

671．0

683．7

ToC．F

0．747

0．767

0．752

RATING

19．95

21．76

20．46

－17－
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(3)1969年度下半期計測実施計画

1969年度下半期（7月～12月）の計測実施日及び計測担当者は、次の委員及び助

手に決主り室したので、お知らせします。

7月13日国松関根（照久）

8月17日 林横山

9月14日 今北番井

10月5日国松斎藤

11月9日林関根（照久）

12月7日今北横山

4．レース委員会

（1）矛1回初島レース報告

(周東詞44．5．28

帆走委員長落合公平

1．日時19694．5～6

2．コース小網代一初島（反時計廻り）約48浬

3．参加艇23参加人員130

内訳Ⅱ級429

m級954

Ⅳ級943

V級14

4．経過

前日来の低気圧の波状攻撃に帆走委員はレース決行を懸念したが、出艇申告時の天気

予報は高気圧の張り出しを報い本部のバロメーターは急速に上昇を始めたので先行き

安定を想定して特に才2回艇長会議も行わずレース開始を決めた。

スタート時既に空は晴れ上ったが強力な高気圧周辺の吹き出しはスタートライン上に

NE10～15mを送り込み、未だ前日来の南よりのうねりも残って居た。定刻1800

－18－



先づⅨV級スタート、各艇気負立って一斉に風上側（コミテーポート寄り）に殺到し、

此の中で2艇630号694号がフライング、直ちにリコールしたが内一艇394号が

不適当な反転をしたため遂にトラブル、「朝風」（322号）と接触、其のハルを削る

こととなり、更に後続する艇群の針路を妨害する結果となった。然し其の他の艇は順調

に滑り出し、夕映えの中に十数分にして溶け込む、2艇が数分後スピンを上げるのを

望見したが一はう，ローチングし、他も直ちに取り込む。後1時間はスピンを揚げ得る風

力ではなかった模礒1830Ⅱ。Ⅲ級のスタートは風精々弱まり、東に振れ始めた中

をスムーズにオールクリャー、Ⅳ、V群を追うも既に夕闇迫り前走群の姿なし、

2100報導艇「I｣OtuS」より一信、風力更に落ちNNE7.8m波高4.50mとの報

告後1時間毎に無電を受け各艇の情況は本部で手に採るように把握出来る。各級共初島

直前迄は殆んど集団で同一コースを引き其の半数はスピンを用いたが、トラフ．ルを起す

もの多く、又使用したものが必ずしも成績に有効であったとは云えない結果を示す｡伊

豆寄りに近づくにつれ風力急速に落ち、風向の乱れ、潮に悩主され島周辺海域に於ける

操艇が大きく勝敗の転機となったととは例年の通り、殆んど前後して僅かに30数分の

差で一斉に2200台に島を回り、帰路は各々向い風の上り性能の勝負となった｡

或るものは一直線に東航、他は大きく南北にタツキンク・を繰返し、又は小刻みヂグザク．

と思い思いに其の航程海面は広く開き暗夜に他艇を見るもの少かつた。優勢な高気圧に

もかかわらず張り出し初期のため力域は其の気圧傾斜の大/､さによるた"､風は終始好調

にNNE・NE．ENE10m前後が得られスピート・あるレース進展となった。無電連絡

で本部全員待機する中に0300前後、点々と小網代沖に紅緑灯が見え始める。一一。・

数艇交錯してセールNQ，受信03h27m50s「くるしおI」ファーストホーム、

完全優勝続く「ミスサンバート・」はフイニツシユ直前いけす群に突入タイムロス、

「飛車角I」「レツト・シヤーク」と数分間隔で13艇が入る。トップ・クループ・は総てⅡ．

Ⅲ級新鋭艇の占める中に「もさⅢ」「竜飛」の2艇のⅣ級が光る｡一時フイニツシユときﾞ

れ約1.5時間の間を置いてⅣ級が叉数分ピッチで入るが唯一のV級「朝風」が見えず約一

時間気をもませたが敢闘の末0752無事入りレース完了、回航後、帰路のコースミスに

依る「朝風」の遅れは惜しいが、あの強風中を小つぶ乍ら良<頑張り抜いた。優勝杯オリ

ー19－
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ンパスカツプは「くるしおI」の手中に帰した。

スタートトラブルの起因と左つた「メルジネ」に就いては対艇「朝風」よりの口頭に依

る抗議受付け、「メルジネ」艇長よりの事情聴取の結果帆走委員は不適当なスタートで

他艇に損傷を与え、又危険左る進路妨害を行ったものと認め、“レースと誰ども安全操

艇を優先する"NORO精神に反するものとしてこれを失格とする。

フイニツシユラインのコミテーポート位置不適に依り一部の艇に迷惑を及ぼしたことを

お詑びします。

終始御援助戴いた海上保安部に深甚の感謝を申上げ室す。

又通報船の役目を担当して戴いた「ロータス」艇長並びに乗員一同の方々御苦労様でし

た o44.14．8

へ

矛1回初島レース会計報告

帆走委員長落合公平
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矛1回艇長会議借室料

シーポニア借用料（会議室、ハーバー）

テンタ・一借用料

電話料（特設料茎3，860度数料茎1，030）

印刷費（帆走指示書、出艇表等）

消耗品代（乾電池、用紙、名札他）

コミツテイーポート雑費
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18，300円

2，100

5，000

3，000

4，890

1，500

2，420

2，000

今
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44．4，8

差引 残 153，790円
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(2)沖3回大島回航レース報告書

帆走委員長向井七男也

1．全況

矛3回大島回航レースは、4月26日（士）1000小網代スタート、大島反時計廻

り直線68浬のコースにて、申込17艇内3艇DNS，出走14艇で行われ、天山杯は

昨年来好調を続ける「REDSHARK」が獲得した。

レース海域は南海上に停滞する前線に吹き込むNEの風が終始5～12mでほXコン

スタントにあり、波も比較的おだやかであったため、スタート後、12時間余りの記録

的な早さで、「MISsSUNBIRD」がF工RSTHOMEしたほか、最終艇

の「SUNGO」も翌27日0220にはフイニツシユし、全艇無事にレースを終ると

云う極めてｽピｰデｨｰ左ぺｰｽで行われた。

2．気象

前25日夜半には前線を伴う低気圧が南下、伊豆半島を通過したため、関東近海には

強風波浪注意報がだされ大島附近ではSWのブローが15理以上も記録され、又、各所

に霧が発生、全般に視界は1,000m以下という悪条件であった。

スタート直前も、前線は依然停滞気味で、NNE8～10mv｣､雨左じりの曇天ではあ

ったが時あたかも前々 日には「太平洋単独横断レース」のトップ･艇「pENDUICKYl

が城ケ島にフイニツンユし、その総アルミ製35眼のフ・レーニングデインギーとも云う

べき姿を油壺に見せていたため、各艇のレース意慾は益々高まり、かつ、前夜の注意報

も26日0350には解除され、レース本部のバロメーターも上昇傾向を示していたた

め、0800の艇長会議でレース決行を決定した。

レース当時の海況は大島附近で一時的に無風及び異常波高が見られた他は、全般にN

NE～四NE7～10mの風で波も比較的小さく又黒潮もあ在り強くなかったために殆ん

ど全艇がスピンで南下、帰路も軽いクロースホールド一本で北上と云う直線的コースを

取り得たことが前述のハイスピードのレース展開をもたらした。

－22－



3．スタート

0830、スタートライン設置完了の頃には、NE風も約6mに弱をり、かつぐ'｣網代

湾口は山かげとなったため、波は殆んどなく、’000ラヂオ時報と共に全艇クリヤスタ

ートした。先づトップ・でとび出した「もさⅢ」に続いて「くるしおI」はスタートライ

ン通過と同時にスピンを展開すると云う見事左セールハント’リンク・を見せた。「はや蚕

る」は基地よりの廻航に手間どり約50秒スタートに遅くれたが、持ち前のファイト

でたちまち先頭集団に追いついた。

この後、小網代湾口の大謀網の北をぬけた「雲仙」促柄｣、大たんに1800のダイ

レクトコースをとった「MISSSUNBIRD」「くるしおI」、黒潮を警戒し

て一旦約2400のコースをとった「REDSHARK」「智美」「S工RENA」

の三グループ.に別れたが間もなく一団となって南下し美しいスピンの群れはコミツテー

の視界から消えて行った。

4．レース展開

スタート後、東コースのク．ルーフ・は、出足よく「MIsSSUNBIRD」を先頭

に、「もさⅢ」「足柄」「雲仙」「OIJYMPUsⅢ」が後に続き、かすかに西にカー

ブしたオーソト・ツクスコースには「REDSHARK」「はやまる」「SIRENA」

「だぼはぜⅡ」が快調にとばし、そのすぐ西コースには「智美」「くるしおI」

「ME囮USINⅡ」「竜王丸jが殆んど差もなく南下を続けた。

1400頃、先頭の「MISSSUNBIRD」先づ大島につっかけた。やはり、

黒潮の東流により全艇共東に2M位流され、岡田の北から乳ケ崎を目指した。

「MISSsUNBIRD」に約1000m遅くれて「REDSHARK」､そのす

ぐ後に「足柄」「智美」が岸よりをアタック、との二挺は岸すぐ近くの南流をつか玄え

たか「REDSHARK」をきれいに抜いて前に出た。

1530頃より前方の「MISsSUNBIRD」の様子がおかしい、後方の全艇

はスピンで8～10ノットで快走しているのに「MISSSUNBIRD」のスピン

はだらりと下って殆んど無風らしい、それでも少しづつ千波崎をかわして行った。次の艇

団も千波崎に近づくにつれ、やはり風がおかしくたり、加えて南下している反流と千

一23－
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波崎に直接当る本流が激しくぶつかり悪性の潮波を立てその中に入ったレース艇は舵も
利かず行動の自由を失い苦戦した。その中で後方より「雲仙」「くるしおI」はスピン

をあげてきりこんで先頭集団に入り、「はやまる」「くるしおⅡ」は岸近くのう、ランケ

ツトをさけて沖にコースをとったoとの「MISSSUNBIRD」をのぞいた全レ

ース艇からは「智美」「REDSHARK」「はやまる」「くるしおI」の順でうを
〈東の風をつかまえて竜王に向った。

竜王廻航時は大体10～15mのENmが吹きこみ、リーシヨアーをさけて殆んどの艇

は相当岸を離し北上した。最后の「もさⅢ」が竜王廻航1730。珍しく明るいうちに
全艇大島をクリヤーして大変楽しいレースだったらしい。

その後、特に風の変化もなく、全艇思い思いのコースを北上、折から月が雲間から姿

を見せ、スタート前には考えられをい様なすばらしいレース日よりにたった。
5フイニツシユ

「OIjYMPUsⅢ」からの無線連絡により予想はしていたが、26日2222早

くもトップ・の「MISSSUNBIRD」がフイニツシユ、余りの早さにコミツテイ

ーボードでは休息のいとまもない有様で、嬉しい悲鳴をあげた。このあとクラスI．Ⅲ

の殆んどが14時間以内でフイニツシユすると云うスピート．振りは、3日間で600浬を

走ったと云う「PENDUIOK'V」の話に刺戟されたせいもあろうか、他方クラ

スⅣ群も大型艇に余り遅くれずフイニツシユラインに近づいたもののタッチの差で急速

に落ちた風に悩玄され、フイニツシユラインを目前に艇足がのびず、新鋭大型艇群に一

泡ふかせることが出来左かつたことはさぞかし残念であったろうと思われる。フイニツ

シユライン前で「竜王丸」「SUNGO」「だぽはぜⅡ」「OIJYMPUSⅢ」の4

艇がデツトヒー卜したが「SUNGO」の0220フイニツシユによって全艇無事にレ
ース終了した。

6結び

乳ケ崎沖のう，ロ－と悪浪のため「だぽはぜⅡ」はスピンを破り「はやまる」がメンス

ルの一部を破損した他は大したトラフ．ルも左<レースを終了したことは幸いであった。

今回も水クラスI。Ⅲの新鋭艇群とクラスⅣとの格差を見せつけられる結果とたつ

望4－



たが、例えば、夜間フイニツシユの発光信号の打ち方一つにもクラスICⅢ渡は正確で

あった処を見ると、彼らの強さの原因が金だけのせいとも云いきれない面もあると云え

主う。

終りに原潜寄港等で極めて多忙中にも拘わらず何かとご後援をいただいた海上保安部

懇切な気象情報と注意を与えていただいた気象協会と各測候所、また、無線連絡により

レース状況の把握にご協力いただいた「OIJYMPUsⅢ」「IJOTUS」の皆様に

厚くお礼申し上げます。

殊に「OI｣YMPUSⅢ」からは激しいレース中、定時適確な無線連絡をいたgき

ましたが、この受報連絡は人気のない山中の無線局にて、徹夜交信の労をつくされた落

合艇長夫人のご協力によるもので深く感謝申し上げ主す。

なお、不慣なレースコミツテイーに対し皆様のご協力と暖かいご援助を賜わりまとと

にありがとうございました。

以上

－25－
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矛3回大島回航レース会計報告

帆走委員長向井七男也

収入

出艇申込料

申込遅延料

会員参加料

非会員参加料

０
０
０

０
０
０

０
０
０

夕

２
山
ａ

×
×
×

隻
隻
名
名

７
１
２
８

１

５

34，000円

2，000

52，000

24，000へ

合 計 112，000円

支出

本部運営費（食費、交通費等）

矛1回艇長会議借室料（八丈島レースと按分）

シーポニア借用料（会議室、／､－バー）

テンタ．－借用料

電話料鰐設料金、度数料含まず）

印刷費（帆走指示書、出艇表等）

消耗品代（用紙、領収書他）

20，430円

900

5，000

3，000

3，860

2，000

310

合 計 35，500円一

差引残 76，500円

44．5．7
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(3)矛19回大島レース経過報告書

帆走委員長中戸将治

矛19回大島レースは5月24日0800クラスⅣ。V，同0900クラスⅡ。Ⅲそれ

ぞれ小網代湾口をスタートした。

スタート時の気象は北東の風5～6mで薄日のさす好レース日よりであった。スタート

に於けるトラフ･ル、危険等を防止する意味で、スタートラインの設定を検討したがクロー

スホールドのスタートは難しく、やむなくアビームスタートに設置した。風上側は岸側に

なるため必ずしも有利とは童らをい位置を選んだが、日中のスタートである事もあって、

全艇スタートライン一つぱいに分散し、見事左スタートであった。

リコール艇はなく数秒の差で全艇がスタートすることができた。クラスⅣ。V組では、

湾口の大謀網の風下側を｢ｼﾚﾂZjのみが通過しクラスICⅢ組ではぽヌ半数に分かれ、大謀

網をかわし、全艇スピンを展開して初島に向った。艇速は5～6ノットと思われる快調
さであった。

数日来続いた好天気も高気圧の移動と共に東へ去りつkあった。梅雨の入りを思わせる前

線が本邦南方海上にあり、西からは小さを低気圧が本州をとりまく型で移動して来てい
た。

天気予報は天候の下り坂を告げていたし雨にたる見通しであった。その后風はコンスタン

トに吹いて各艇一団となって快走しているものと予測し、正午には初島に至るものと見通
しを立てる。

1110気象庁は関東地方に低気圧警報の矛一報を発令した。これは前日華南にあった

低気圧が発達しながら北東に移動し24日正午石垣島で毎時55ノットを記録した事を報

じていた。ラジオの予報では台風左み（988ミリバール）を表現しているためコミツテ

イを始め、関係各位ではその進路と風速を注意しつふ待機し電話連絡が刻々 と入った。

1225海上保安庁オペレーションルーム飯野氏より連絡があり吟夜半から明朝にかけ

海は荒天になる見込みであるからレースを中止する意向はないか」との問合せがあり、引

続き三管､横須懲り中止したらどうかという問合せがあった。スタート後のレースの中止
は各艇長の判断によることとなっている旨返事－．J○

－28－



海上保安庁としては巡視船「しきね」によりレース出場中の全艇（25艇）に今夜から

の荒天に充分注意する様連絡し、レースを中止するよう各艇に勧告する意向である旨の連

絡であった。いつもながらの海上保安庁の配慮に感謝しつつ、コミツテイも全員非常事態

のウオッチに入り、気象通報、天気予報、TEI｣連絡等々 に当った。

推定により12時～1時には全艇初島を回航し、大島に向っているものと思われ、大島竜

王崎は17時前后と思われたのでその間に「しきね」の勧告があるものと予測した。ヨッ

ト無線局へ再々 TEI｣連絡したが連絡がとれず、1700TEI｣連絡が入り「サルモンⅡ」

リタイヤし小網代に帰航中、「さがみI」レース続行中の連絡が入った。

1715「しきね」よりTm西連絡606，609の艇の問合せが入り、それぞれ乳ケ

崎沖、岡田沖帆走中の連絡が入る。

1815「彩雲l岡田港より連絡が入り、リタイヤを告げてきたo

l820「くるしおI」稲取港に入港リタイヤの連絡、「くるLおH」の連絡によればけオ

レレⅡ」逆方向に帆走してるので、リタイヤでは左いかと思うとの報告であった。

結果的にはこの四艇がリタイヤした事になったが「しきね」の注意により早々 と安全に

避難した事は艇の状況、位置、気象の変化を予測して判断した事と思われる。海にあって

は常に先手、先手と行動する事が要求されるのでこれも又正しい判断であり処置であると

思う。その他C挺呼各艇員主､低気圧の移動の速度、艇の位置、フイニツシユ時間等々 の検討を

しつつ帆走したものと思われる。

航跡図によるレース展開は1126「メルジーネ」が早々 と初島を回航し、クラスⅣ。V

は全艇1200までに初島を回り大島に向った。引続き一団となってクラスI。Ⅲが回航

した。風向、風力はほN変らず大島迄のコースもスピンの展開となった模様である。

大島レースの難しさ、面白さは今年も現われ、直線的に大島にとりついた艇は潮と、大

島のブランケットによる無風地帯、時間的に発生する風力の低下等女に悩まされ、無風地

帯を早く脱出した艇が良く走った様であり、大島に近寄らず沖を廻つた艇が有利である結

果になった。

1700スタート1時間の差を初島～大島間でつめたクラスⅡ。Ⅲがトップ・グループ・と

なり「ミスサンバート．」がトップで竜王崎をかわし、クラスⅣ。Ⅲ。Ⅱ入りみだれて力走

－29－
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した。全艇視界の明るい内に大島をかわし最后の直線コースに入った。この頃より風や＆

東にふれ、ほとんど直線のフリーコースで小網代目ざしてレースが展開された。

2030コミツテイボートを設置し、ゴールラインで準備する。

2042リコール艇「サモンⅡ」入港しレース状況の報告があった｡記録的を早さでレ

ースが展開され、低気圧の移動と競争の型であったが、玄つたくの驚くべきスピート・で

全艇フイニツシユに向っていた。

2230「ミスサンバート．」フイニツシユ、13h30m29sと過去19年間の記録

を一気に大巾に短縮した。引続き初出場のダークホースである「竜王」が18分の差で飛

び込み、圧倒的なスピート．でフイニッシユ、綜合クラスの優勝をさらった。引続き各艇続

なと記録を更新しつ及全艇新記録でフイニツシユ､-'最終艇0308日リンパス叩1識ってレ

ースは終了した。全艇5時間たらずの間にフイニツシユしたが雨の中をゴールラインや計

時処理①混乱もなく無事レースを終了する事が出来たのは今回より使用できたトランシー

バーと、コンピューター処理の威力であり、関係各位に深く感謝したい。

‘へ

、｡､矛19回大島レース会計報告書

帆走委員長中戸将治

入

艇申込料31隻×2,00062,000円

込遅延料3隻×2，0006，000

貝参加料104名×1，000104，000

会員参加料12名×3，00036，000

収

出
申
会
非

へ

合
＝1

百T 208，000円

支出

本部運営費（食費、交通費等）

矛1回艇長会議借室料

シーボニア借用料（会議室、ハーバー）

テンダー借用料

電話料（特設料金共）

印刷費（帆走指示書、出艇表、表紙等）

消耗品代（ガソリン、電池）

雑 費

17，645円

2，400

5，000

3，000

6,000

2，000

2，840

1，000

合 39，885円計

差引残 168，115円
－
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(4)サマーシリーズ開催について

本年度前期スフ・リング・シリーズレースは多数の参加を得て盛大に終了致し、いよいよ

後期ポイント・レースをサマー・シリーズレースとして7月より行いをす。

本年度より採用しました、クラス別順位決定、賞杯授与等のレース方式は、引続き適用

し交すが、今回のシリーズより、それに加えて新たに参加艇の建造年度を基準として“ク

ラスA"部門を設け、古い艇にも健闘入賞の機会を開きました。明細は下記の通りですが

季節も夏であり、新艇旧艇を問わず大型艇も小型艇も、ベテランも新人も振って参加下さ

るよう期待します。

1．レース開催日

7月6日8月10日9月7日

2．賞

A)クラス別

レースの順位は、各クラス(I．Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ．V)ごとに決め、3レースの総合

得点により賞杯が授与されます。

賞の数は、各クラスごとの出場挺数により、下表の如く定め在す。

B)総合

シリーズ3レースの総合得点により、クラスⅡ.．Ⅲの1位より3位迄、及びクラ

スⅣ．Vの1位より3位迄にNORCよりウイニング．フラグが授与され在す。更

にクラスⅡ。Ⅲの1位及びⅣ｡Vの1位には、チヤレンヂ・カップ．が出る予定で

す。

c)"クラスA〃噺企画

レース参力艇のうち建造年月が1966年1月1日以前の艇は上記A)及びB)

の採点対照となるのに加えて、自動的に､〃クラスA〃部門参力艇として、同部門参

力艇のみによる得点順位が与えられ賞杯が授与されます。順位はクラスⅡよりV室

で各艇の公式T、0．F･による所要時間により総合で決定されます。但し、上記

A)及びB)に入賞した艇は、自動的に“クラスA''部門及順位から除かれ賞の対

象になりません。
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数

３
６
１１

艇
一
一
一

一
２
４
７

出 賞（位）｜出艇数

1 12～19

2 20～32

3 32～

〔注j関東支部では「八丈」(Nq381)が1965年12月の進水です

ので、「八丈」以前に建造された艇がクラスAとなり左す。なお、セ

ールNq381以降の艇でも建造月日が「八丈」以前の場合もあります

ので、オーナーはそれぞれ建造月日を確認の上コミツテイーにお知ら

せ下さい。

3．各レースの得点は、下表によるものとします。

へ

|

順位 ７
－
７

1 2 3 415 ６

|得点 23 19116 13 11 9

12～DNFIDNS順位13!_91]0
得点|61514

11

104 3 2
L皇

4．出場資格

A)NORCレース規則に主りますが、乗員は3名以上とします。

B)レース規則に定める必要な資格を持たない艇でも、出艇科を納入すれば、レース艇

としてレース海面をレース艇と|司様に帆走出来ます。ただし、これらの艇は、得点及

び賞の対象にはなりません。

5．レース規則

レース規則及び、帆走指示書（艇長会議のとき渡し室す）によりをす。

6．出艇申し込みと艇長会議

出艇申告～レース前日2030～2100於油壷ヨツテル

艇長会議～レース前日2100～2200於同上

出艇料～’艇2，000円とし、出艇申告の際に納入して下さい。

－33－
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なお、納入した出艇料はレース中止の場合でも返還し注せん。

7．スタート

クラスⅣ．V0900小網代湾口（ラジオ時報による）

〃Ⅱ。Ⅲ0910同上（コミツテイーポート上5分前にP旗を掲げ、スタ

ート時刻にP旗を降す）（コースの如何にかかわらず）
8．コース

h)小網代～葉山～江の島～小網代

（2）小網代～江の島～葉山～小網代

（3）小網代～葉山～小網代

（4）小網代～江の島～小網代

9．荒天の際は、帆走委員長の決定により、レースを中止することがあり重す。

10・各シリーズの表彰式及びパーティーは、9月7日にレース終了後行ないます。

’’・レースの実施は、レース委員会及び、各レースの帆走委員長が行ない左すが、レース

の運営については、相模湾ポイントレース運営委員会（委員長森村譲二氏）が帆走委員
長を補佐して運営に当たります◎

各レースの帆走委員担当は下記の通りです。

7月［クリステイーナⅡ」

8月I智美」

9月「飛車角I」

Ⅲ東海支部

1．会議の状況

4月3日支部例会

議題

（1）「東海支部運営規則」制定について

（2）造船懇話会開催結果報告

（3）アマチュア無線協会･村上氏より、アマチュア無線についての講話

－34－



(4)佐を木会員より「チタⅢ」との交信状態について

5月9日支部常任委員会

議題

（1）「外洋帆走の夕」開催に関する件

（2）「白雲」「チタⅢ」壮行会打合せ

（3）小牧救難航空隊見学報告

5月26日支部常任委員会

誌題「外洋帆走の夕」開催打合せ

2．支部主催レース入賞艇

伊勢湾レース入賞艇（4月6日実施）

1位「アヤ」

2位「ネービイ｡ブルーI」

3位「エピキュリアンI」

浜島レース入賞艇（5月3日実嗣

1位「ケリーダ」

2位「アヤ」

3位「ネーピイ・う．ルーI」

3．造船懇話会

東海支部では安全･計測･泊地･軽クルーザー等、当面の諸問題について東海地区ヨツト

セールメーカーに現状ならびにNOROの方針を説明し、協力を要請する為、4月2日東海

銀行主税町クラブで矛1回造船懇話会を開催した。

当日、地区ヨット●セールメーカー側は、ツポイヨツト°三河造船等9社が参集した。

主な懇談事項

(1)ヨット受注時、安全備品の必要性についてメーカーからもオーナーによく説明すること。

(2)計測手続上、図面がなくて非常に困る場合が多い。

－35－
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一

一

メーカー側と設計者が打合せて、設計図を一部オーナーに渡すようにする。

(3)国産技術向上のため、輸入ヨット、部品等についてできるだけ研究の機会をつくるよう
NOROでも努力してほしい。

(4)泊地問題について両者ともさらに研究すること。

4．小牧救難航空隊見学

支部安全委員会では4月19日、航空自衛隊小牧救難航空隊を訪れ、航空機の洋上遭難に

対する安全装備を救難法ならびにわが国の救難体制－航空自衛隊、海上自衛隊、海上保安庁

の担当区分、協力関係などにつき見学説明を受けた。

5．「白雲」「チタⅢ」壮行会

5月15日ミヤコホテル地下近鉄飯店において、5月29日衣浦港から世界一周に出帆し

た自作艇「白雲」と、トランス・パツクレースに参加の為5月31日空路ロスアンゼルスへ

向った「チタⅢ」のメンバーの壮行会を行った。

6．「外洋帆走の夕べ」

5月27日愛知県中小企業センターにおいて、NORO倉拉5周年を記念して「外洋帆走

の夕べ」を、東海海運局、英国大使館、朝日新聞社の後援により開催したところ、約700

名程が雨をついて参加し、また本部、関東支部、京都支部よりの参加もあり盛会であった。

1830主催者挨拶、来賓の海洋詩人．丸山意氏の祝辞ののち、「マーメイド」「コラー

サ」「チタⅡ」等の設計者である横山晃氏による「外洋ヨット太平洋横断」についての講演

つづいて、大儀見専務理事による、チチエスター卿についての説明ののち、英国大使館提供

チチエスター卿の大西洋単独横断レースの参加記録映画「大西洋の冒険」が上映され、20

30白雲グノレープによる航海計画発表があり無事終了した。

7．「白雲」世界一周に出帆

世界一周を目指す武豊フリート所属の自作艇「白雲」（36呪艇長榊原伊三）はNORO

－36－



会員および地元の人達約1，000人に見送られ5月29日衣浦港中央埠頭から出帆し約2年

間総航程26．475海里の航海の途についた、なお出帆の状況はNHKTVがスタジオ102

で放送した。

「白雲」航海予定表

44年5月29日

〃7月上旬

45年4月上旬

〃6月上旬

〃6月下旬

〃10月上旬

46年1月上旬

〃2月上旬

〃2月下旬

〃6月上旬

衣浦発

ロスアンゼルス着

パナマ着

レシーブ着

リオデジャネイロ着

ケープ・タウン着

フリーマントル着

シト・ニー着

ブリスベーン着

衣浦着

Ⅳ京都支部

1．艇の登録

(1)Nu718「ダム。ダムⅡ」オーナー田村正男

5月2．3日．横浜岡本造船所で進水

I｣｡0．X、7．49m熊沢時寛設計でオーナーの好みを色々と細部に工夫した跡の見ら

れるアコモデーシヨンのアウトスタンデイングをポート。

@）柳719「ジブ・シイ・クイーン」オーナー脇尾誠一

小豆島岡崎造船株式会社建造

n．0.A、7.49m横山晃設計J艇としては充分なチヤートテブルとギヤレイに

シーコ．－アらしい留意を感じるオーソト．ツクスなポート。

－37－
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2．新入会員

特別会員Nq61脇尾誠一

正会員Nu62同トシイ

準会員Nq63同武司

住所奈良市登美ケ丘二丁目1－19

電0742－45－0766

3．艇の勤行

Nu703「マリリア」オーナー京都ヨツトクラフ．

7月20日－8月中旬会員諸氏で日本海の航海、若狭和田一佐渡島を廻りをす。

Nq716「ジョーカー」オーナー玉舎輝彦

6月下旬太平洋岸へ艇を廻し附近をクルージングそのあと鳥羽レースに参加。

NQ719「ジプシー・クイーン」オーナー脇尾誠一

6月中旬愛知県蒲郡へ廻し、7月20日まで航海仕法の練習を主として遠州灘、熊野

灘で行い、鳥羽レースに参加、その後、紀伊水道を通過、瀬戸内海を下り8月下旬別府入

港と75日間を走り廻ります。

4．レース結果

4月27日沖ノ島レース

5月18日多景島レース

a艇長会議出席者無し

b出艇料未納

c44年度会費未納

．航跡図提出無し

で両レース共成立しませんでした。
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V内海支部

1．ランデフ・一

5月3日は五月晴れの良いクルージング日和であった｡淡路島西浦・江井港を目指して、

大阪湾から、瀬戸内海から、和歌山から、クルーザーが、三三五五と集まって来た。その数

は三十五隻を数え、江井の人達は、今迄見たとともない、大型のヨットや、数多いヨットに

驚き且つ大いに歓迎してくれた。これが、69年度のランデヴウの幕開けであった。

1300の開会のときには、ヨットに乗って来たメンバー、陸路フェリーボートで来たメン

バー．連絡船で時間ぎりぎりに来たメンバーを加えると72名に達した。

大会は司会樽谷博氏によって、会場の旅館･寒伝館の大広間で開かれた｡先づ大会委員長

の谷川晴彦氏の挨拶に続き、NORO内海支部長。秋田博正氏の「内海のヨット界が年々 盛

大になり、ミネルバⅢのホンコンマニラレースの入賞等世界的水準に達しようと努力されて

いるのには敬服している。今後益々 盛んに左ることを念願すると同時に、安全矛一に、事故

を絶対に起さない心構えを常に持っていて欲しい」と挨拶された。次いでレース担当部長合

田氏より､今年度のレースの方針（前号記事参照）を説明したあと、和歌山レース帆走委員長

谷川晴彦･ｻﾄ陣レース帆走委員長浜永裕○大阪湾横断レース帆走委員長武田良夫･高松レー

ス帆走委員長塚本修･播磨難レース帆走委員長神村正弘の各氏を紹介し、各委員長より、レ

ースの説明があった。事務局長津田氏より、会費の変更、値上げはやむをえない事情左のだ

から、了承して欲しい旨の要請があり、計測担当部長の松木先生より、レーテインクb説明、

続いて地元町会議員･漁業組会長らの暖かい支援を感謝し、寒伝館主人の好意により、盛大

左ランデブウが行われたとと祝し、乾杯し、宴を終えた。この席に、新しいメンバーがず

い分参加し、会員の申込みについての問合せが多かったことは喜ばしい事でした。谷川担当

部長の御苦労によるものと感謝し蚕す。

合田督記
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Ⅵ西内海支部

1．別府レース報告

例年は夏の行事としていた別府レースを、今年は5月の連休を利用し実施しました。

8月中旬は風に恵まれる事が少なく、叉折角の休日は墓参等で参加出来ないと云う事で、

役員会及び4月のランデブウの際の相談の結果、5月に決定したわけです。

5月3日夕方6時山口県柳井市平郡島西浦港に参加艇集結で下の7艇が勢ぞろいしました。

1「フォルテ」浅川喜雄外1名別府フリート5，JOG

2「サポー」松野亘秀外1名〃5mJOG

3「勝山」余田実外3名松山フリート22'JOG

4「ミネルバⅢ」湯浅良男外4名西宮フリート36′ヨール

5「牛若丸Ⅱ」生野雄一郎外3名別府フリート237'JOG

6「ユニテイ」伊藤武夫外3名広島フリート20．5"JOG

7「やしろ」田中敬一外6名〃33ﾉスルーフ

西浦港に面したひ左びた旅館「小村」にて親睦会及び艇長会議を行い室した。NORO京

都支部の井上正春氏を来賓として総勢29名夕食を共にしました。別府レースは西内海支部

では東西、広島松山別府フリートの唯一の交歓の場と怠るので重要左行事であるわけです。

新鮮な海の幸と広島の美酒で面白い話や自己紹介やよも山話の花が咲きました。2200の

気象通報により天気図を作製し、艇長会議に入り「ミネパルⅢ｣の風力計で15m/sec内外の

風を記録し、叉別府湾の風も相当にある状況でした。井上正春氏外各艇長及びアマチュア

気象学者等の意見で、4日0000のスタートを延期し0600西浦一八島の間のポイント

レースを行って散会と云う事に決定し在した。4日0500頃になり昨夜の予想に反して風

はS4～5m/secに落ちていをした。

空の雲はちぎれちぎれて東へ飛んでいました。06005mJOG「フォルテ･サボミ｣､0605

「牛若丸Ⅱ」、「勝山｣、「ﾕﾆﾃｲ｣、0610｢ﾐﾈﾙ'ﾖ、Fやしz2｣話れそﾂTｽ夫卜して一路八島へ向いま

したが、0800頃風がなく一同ゆらりゆらり海上でゆられて0900ついにノーレースを

宣し玄した。長く行うと各艇ホームボートヘの帰着困難になるため、この様な結末になりま
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した。0910各艇思い思いのホームポートヘ散って行きました。

尚最后に左b童したが、このレースに京都からわざわざ参加して頂いた井上正春氏左ら

びに2回も遠方より参加して頂いた「ﾐﾈﾉﾚ'く皿の若い皆様に、西内海支部として厚く御礼

を申しておき主す。

2．連絡事項

今年は西内海支部としては艇の登録を完全にし、関係書類を整備したいと思います。

新艇が出来室したらすぐ登録して下さい、セール番号も西内海は800～899まであ

ります。又艇の名義人鰐別会員）が変り、叉艇の売買があった場合は、

て頂かなければ左りません。なお不明の点は事務局の方へ御連絡下さい。

－41－
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Ⅶ会員及び登録艇

1．会員及び登録艇の現状
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歸
恨
峡

鳳
目
（
尋
）
無
Ｈ
｛
ｌ
鶚
湾
巨
唇
【
叩
胃
Ｉ
〔
守
（
ぬ
の
寺
。
）

つ
め
ぬ
匿
仙
宋
拒
瓢
隠
耀
唖
三
維
稗

（
朴
蝉
）
朴
Ｋ
慨
緩
侭
特
專
ｍ
ｌ
胃
ｌ
函
細
塗
凶
畦
皿
ミ

『
つ
め
圧
【
『
園
毎
京
や
巴喫
偶
副
壜
窪
Ｒ
腰
恨
慨
患
罵
（
唖
⑦
②
）
胃
Ｉ
③
的
ｌ
因
里
限
凶
樹
尊
ご

【
【
［
囚
言
②
里
。
⑦
【
ト
合
○
め
）
砿
切
る
蹄
「
》
塾
何
銅
、

記
珊
細
Ｈ
呂
瞳
蝸
篭
無
鵯
終
、
ｍ
守
門
ｌ
Ｒ
Ｌ
＃
価
降
凶
営
韓
ミ

【
ぬ
守
⑭
青
い
里
露
裁
耐
岬
Ｉ
ｐ
ｌ
Ｊ
叩
の
膿
め
き
Ｃ
ユ
⑦
Ｉ
函
Ｉ
馬
面
凶
知
堅
弱
腰
隈

（
朴
弾
）
卦
Ｋ
謎
掻
冒
胃
つ
扇
）
号
ｌ
昌
笛
慨
凶
穏
軸
憲
候
桜

『
・
雨
『
（
…
）
遥
鴫
弧
叢
織
・
電
斗
謹
籠
箪
槌
蔑
耀
喋
三
縦
経
↑

（
軸
埋
朴
Ｋ
符
、
農
菖
奇
邑
Ｔ
Ｓ
Ｉ
目
呈
閃
呼
蕊
ミ

中
，
く
【
＄
ト
ー
画
守
守
巳
諦
蹄
思
侭
臓
脳
＆
ｍ
Ｋ
員
眉
命
。
苦
【
ｌ
の
１
ｍ
褥
腱
唄
凶
迦
瑞
慨
慨

（
朴
出
）
排
Ｋ
概
十
匡
鑑
蛭
罫
ｍ
ｌ
①
ｌ
忌
陽
砦
援
賑
詰
寵
愈
睡
川

へ
（
円
国
Ｆ
）

一

ボ
黙
覇

（
『
Ｈ
田
自
）

志
担

へ

駅
Ｉ
曄
特
ト
⑮
Ｃ
ｌ
の
①

ｋ
牽
睡
機
：
。
’
①
の

Ⅱ
淑
櫻
順
ゆ
め
Ｃ
ｌ
の
④

味
脹
汰
聾
守
⑭
Ｃ
ｌ
、
⑫

無
Ｈ
樫
爵
。
’
①
①

畑
Ｉ
ト
塾
つ
め
Ｃ
ｌ
動
①

組
延
窒
川
①
ト
。
Ｉ
③
①

川
燕
田
伸
ト
ト
。
１
２
－

態
髄
嘩
帷
②
ト
ｏ
ｌ
ｍ
④
ゞ

に
畦
三
糎
Ｅ
Ｃ
Ｉ
③
の
｜

聖
剛
脛
ｍ
ト
Ｃ
ｌ
、
①

旨
ｌ
聖
隈
騨
劉
卜
・
Ｉ
の
⑯

湘
盟
雪
壜
目
ｏ
Ｉ
ｇ

沼
血
三
⑦
④
Ｃ
ｌ
ｇ

畑
腿
田
趨
線
四
④
Ｃ
ｌ
３

－
畑
勘
や
凰
遇
ｏ
Ｉ
ｇ
ｌ

顎
拱
職
一
つ
の
ｏ
ｌ
２

岬
㎡

呈
皿
蝋
一
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自
雷
○
声
‐
Ｌ
毎
○
画
蔓

自
○
由
冨
Ｈ
冒
司
目
角
一
個
埋

州
畑
追
襄
／
マ

如
痢
恒
剖
坪
受

］
到
○
冨
再
、
ト
Ⅵ
鵯ｌ
斜

製
哩
鹿
今
ｉ
肩

目
割
冨
Ｈ
Ｆ
ｍ
Ｈ
閂
国
○

円
“
Ｈ
国
屋
ｐ
ｍ

ｍ
ｍ
Ｈ
畠

異

へべ、
四

GJ－，

L◎

ー、
一

ｍ
ｐ
時
○
円
一
個
埋

蔓

￥
蕊
／
マ

至
佃
星

佃
埋

ト燗
lり
ぶ強起

ト燗
lり
ぶ強起典､ 受受

邪
帽
）
朴
侭
錨
笹
自
ら
１
９
寺
唖
己
①
ｌ
自
得
曄
抽
塑
埋
惟
俳
吾
歸
催
眠
ｌ
哩
仲
＃

（
咽
小
掛
）

嵩
【
再
【
Ｉ
守
因
寺
守
ｓ
①
ゆ
め
園
１
℃
函
寺
守
巳

龍
函
求
罷
建
艦
澗
朕
願
忠
康
拝
窪
牒
Ｑ
蚤
腺
匿
肥
轄
露
牒
Ｑ
蚤
。
目
ｌ
函
伽
踊
侶
埋
三
ミ
浬
糊
存
沌

目
目
（
ら
め
）
咄
騨
隆
一
”
魂
《
釧
零
・
等
叩
鞄
鋒
圧
凶
暉
ヨ
郷
毫
榊
ロ
田

（
朴
蝉
）
卦
Ｋ
無
料
。
『
等
ｌ
§
⑱
（
等
Ｃ
）

ぬ
ト
堕
匿
戦
凶
懸
阯
振
泓
謹
塑
一
嚥
鴬
琿
四
＃
鼬

函
【
○
ｍ
（
因
腰
函
）

罠
ｇ
合
い
＠
扇
ｌ
昌
里
今
詞
凶
朧
遥
弱
腰
隈
鋼
鵠
岩
田

龍
川
脂
墨
誌
丑
海
産
縦
Ｈ
側
掴
皿
陶
画

・
扇
輌
式
零
戸
『
懲
蹴
識
熊
澤
愚
卿
嘩
＃

（
朴
蝉
）
朴
Ｋ
腫
埋

”
［
函
胃
！
【
④
命
↑
唾
。

へ （
Ｒ
国
臼
）

へへへ

朴朴朴

也也浬邪邪
朴
勒連通+<

熱≦盤朴
H卦k室
湛浬繋
僧罫憧

邪
但
）
朴
侭
錨
信
ぬ
目
？
忍
寺
唖
己

?

ポ
黙
編

忘
甑
蒋
冊
侭
皿
圃
目

敏
”
釣
ぺ
合
雨
ら
的
ｌ
マ
マ
ー
マ
如
口
雪
ｌ
凶
田
Ｋ
ご
｜
遇
田
曼

弓
麗
ｌ
專
喬
３
。
目
刷
翻
幻
‐
侶
陛
川
ご
｜
堅
巡
鴉
報

心
○
ぬ
寺
（
『
ぬ
の
）

厨
Ｋ
蝦
Ｉ
川
鞠
試
目
冒
営
騨
怜
室
ご
Ｉ
庵
將
々
坦

”
函
③
【
（
⑤
○
画
）

質
晨
田
腓

－
１
叩
、
卜
銅
皿
の
Ｉ
ト
ベ
Ｉ
兎
浬
瞬
「
凶
鯉
龍
壹

③
麗
函
缶
こ
め
９
１
ｍ
窪
齪
圏
凶
噛
鋼
蔓
喋
選
樺

的
、
の
昌
軍
長
將
促
毒
匝
咲
三
伸
一
淵
卿
田
川
◎

⑦
『
函
【
ｌ
【
④
命
ト
ｍ
ｅ

（
自
国
Ｂ
）

澁
担

へ

邸

tti

ご
ヱ

要

”
の
胃

記
例
建
控

四
の
。
Ｉ
の
ぬ

可
①
。
１
ｍ
④

ｍ
ｍ
ｏ
ｌ
③
④

因
⑤
Ｃ
ｌ
⑦
②

［
ｍ
ｏ
ｌ
ｌ
①
④

ふ
め
。
’
③
④

ｍ
ｍ
ｏ
ｌ
③
む

め
犀
Ｃ
ｌ
③
の

ト
①
Ｃ
ｌ
③
の

④
ｃ
Ｃ
ｌ
ａ
や

函
の
Ｃ
ｌ
の
④

皿
小
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園
目
Ｉ
め
扇
（
馴
埠
巳
｜
ｃ
べ
ｌ
輌
匿
伺
陶
凶
田
擬

自
罰
冨
ロ
円
ご
ミ
蔓
垢
漁
骨
ヨ
叩
④
【

熊
纒
埠
潤
矧
円
岬
患
絲
Ｈ
凸
、
入
直
Ｋ

ぐ
屠
濁
円
埋
瞭
【
【
扇
Ｉ
【
園
貢
ゆ
今
撚
川
茎
鰻
撒
鞭
血
一
再
【
。
卜
因
ｌ
［
愚
（
函
埠
。
）
畢
遡
田
匡
守
④
［

［
１
ｍ
苗
」
‐
導
凶
圧
ミ
ミ

抑
鴇
＆
鼬
項
川
。
劇
⑦
②
ｌ
釣
【
寺
（
蜘
叩
。
）
寺
胎
ラ
マ
戸
霞
拭
苗
／
「
、
Ｃ
囲
め
’
函
『
寺
（
雨
⑤
っ
）
Ｋ
炬
田
／
で
の
①
【

め
い
ｌ
函
旨
畷
祁
凶
転
任
促
咄
扣
岬
室

［
の
胃
【
Ｉ
因
め
、
含
め
巳
【
【
ト
Ｃ
ｌ
討
四
宙
わ
ゆ
巳

ミ
ご
悪
肖
田
匿
画
の
【

側
駅
庵
く
求
蕪
瀦
釧
汁
Ｋ
懲
煕
酷
函
Ｉ
守
嗣
苗
賑
同
景
匿
伺
景
扁
艇
馴
ご

緋
員
畠
弓
Ｉ
【
【
ト
（
因
め
。
）
朧
鍔
聯
砿
硯
撰
澳
逢
ｏ
守
患
ｌ
【
国
の
（
画
の
ｅ
胡
摺
嘩
扣
『
①
【

ｏ
ｍ
Ｉ
【
匿
謹
骨
羊
凶
任
ミ
ミ

畠
雪
雷
口
円
埋
隈
忌
目
Ｉ
目
①
（
画
ゅ
巳
【
①
⑭
マ
ー
【
ト
、
（
酌
め
。
）

雷
閏
判
く
つ
④
『

龍
繧
逼
細
胡
口
は
蔭
柵
Ｈ
凸
熟
八
Ｆ
寝
【
Ｉ
勾
當
田
篭
凶
暴
盟
侶
咄
扣
叫
壹

国
自
囹
函
○
隅
ご
【
自
守
Ｉ
ｇ
唖
看
豊
熊
遭
繧
謹
哩
網
ｘ
一
心
特
国
・
胃
ｌ
爵
（
②
爵
。
）
翠
淵
晦
尽
⑦
⑮
胃

函
１
ｍ
営
謝
征
些
佃
ミ
ミ

ミ
善
目
め
寺
ｌ
［
蜘
（
２
ｍ
Ｃ
）
誰
糒
鵜
寵
謹
鯉
辿
ｋ
函
④
マ
マ
－
局
（
の
爵
巳
ｋ
辻
哩
轌
ｍ
の
【

、
の
ｌ
餌
営
ヨ
矩
鯉
叩
ミ
ミ

ミ
ミ
男
胃
１
局
缶
：
巳
迎
獺
米
昶
憧
ｇ
ｓ
Ｉ
国
富
豊
薯
Ｉ
菖
田
級
ミ
ミ
Ｎ
ｌ
拱
刊
厚
の
『

【
的
ぬ
い
ｌ
函
④
⑦
宙
の
ｓ

稲
廷
鞠
②
い
『

賑
稲
川
木
臣
縄
蹄
縣
鯉
口
三
銭
田
鯉
等
函
？
ｌ
扇
（
ご
）
菖
ｌ
【
営
得
住
ミ
ミ

ミ
ミ
『
Ｃ
叩
【
！
［
⑮
①
言
叩
ｓ

歴
柵
細
睡
今
試
ソ
、
ｍ
全
曲
担
専
ｇ
震
‐
ｌ
【
函
冨
豊
冒
ｌ
昌
国
熈
岼
ミ
ミ
応
箔
蒋
悟
め
い
閂

室
亘

ぐ
閉
ぐ
ミ
膣
坐
Ｈ
田
柾
因
め
【
ｌ
唖
蛍
珊
田
ご
菫
舌
迎
企
匡
考
寺
の
【

小
胆
組
塾
藍
の
當
煙
銅
ミ
ミ
－
枡
円
陣
め
ゅ
【

ミ
受

、
ミ
ト
ー
弓
Ｗ
‐
岨
担
マ
マ
【
’
ぬ
営
隈
鯉
珊
ミ
ミ
扣
挫
隠
世
唖
の
【

皿
延
縄
：
局
１
局
（
の
①
ｍ
ｅ
稲
剛
箪
ｋ
呂
扇
１
局
富
里
等
蛍
溌
矛
冒
信
田
升
貢
誤
榊
洲
蕪
【
唖
【

Ｉ＃

糸
侭
⑳
。
鼬
屡
川
医
渠
砺
岨
蜑
辨
廷
の
ｌ
の
置
祭
侶
扁
軽
ミ
概
三
悟
。
Ｃ
・
【

↑
目
渇
菖
ｇ
ｏ
Ｈ
山
田
ご
盤
幽
蕪
豊
堂
、
闇
８
１
爵
奇
の
こ
『
ｌ
自
営
塑
靭
言
、
心
淵
轄
令
①
寺
【

｜
国
日
日
閂
○
時
延
縄
一
侭
釈
迦
出
升
匿
慨
任
侭
へ
一
．
い
、
蝋
Ｉ
ｌ
Ｃ
ｍ
員
１
局
の
（
》
悼
め
《
塚
伽
担
侶
田
升
咲
景
翻
血
偲
轄
／
「
、
｜
話
呼
守
蜂
隈

一
一
‐
Ｐ
‐
‐
ｌ
Ⅱ
１
１
１
１
１
‐
０
‐
ｌ
ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
１
Ⅱ
Ⅱ
，
Ⅱ

へ

へ
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Ｉ

曙
雌
膣
一
↑
１
頁

ヨ
趣
ヨ
寒

心
当
牛
噸
且

畳 ミ ミ

ミ 苞

雨
専
任
員
困
（
［
＆
記
呉
理
哩
皆
当
鱗
覇
鷺
豈
樺

。
【
の
圧
【
【
⑬
⑳
青
Ｃ
ｅ

熊
姻
柵
話
瀞
謹
揮
騒
聴
骨
、
記
任

冑
国
皇
ポ
蝿
燕

蝶
Ｈ
１
末
侭
串
畑
叫
塁
絲
Ｈ
畑
劉
鞭
噛
三
陣
め
ゆ
営
三
扣
促
叫
唖
噛
倒
尽
淵
田
鞄
一
ｍ
叩

【
の
扇
ｌ
函
函
含
函
②
巳
｜
滕
三
扣
川
太
医
無
Ｈ
佃
僅
鞭
岨
三
陣

函
函
函
（
隅
景
厘
）
鮨
姻
郡
喋
Ｈ
騨
如
窪
無
側
ョ
抑

圧
医
無
間
「
吊
瞥
吐
鴬
曹
馬
擬
仙
喋
ロ
ヨ
鵬
髄
、
馬
担
ト
の

鮨
削
聰
遥
無
Ｈ
圃
任
－
１
坪
、
卜
符
国
劇
①
胃
【
駕
僅
田
且
侶
砿
受
ｋ
侭
慢
箪
①
唖

唾
函
［
。
含
め
）
凹
胆
壗
鵠
耀
任
田
遥
爲
冒
奇
畢
、
Ｉ
函
ｌ
［
首
一
一
再
促
噸
埋
唖
噛
昌
蟹
凝
任
田
の
、

記
桝
蝿
圧
圏

へ

的
卜
①
函
青
⑤
畢

牒
ヨ
綿
仰
、
骨
浬
毫
凶
ヨ
炉
に
咄
扣
岬
毫
仙
禄
田
ヨ
ト
①
【

叩
殉
Ｃ
国
ｌ
守
の
岬
担
弧
憎

【
ｌ
『
営
匿
磐
凶
拝
促
咄
扣
呼
吸
景
翻
く
淵
田
鯉
の
①
【

冑
国
旦
忘
担

へ

岬

面

１
１
｜

皇
皿
噸
一

詑
桝
蕪
慨
一

冠8－

ミミ

ｎ
口
幻

①
③
め
っ
ｌ
［
『
函
Ｇ
ｅ
午
、
、
卜
農
珍

ミ
ミ
ご
応
箔
Ⅲ
塵
４

ミ
ミ
ミ
や
ぶ
全
Ⅲ
笛

④
④
卜
Ｃ
ｌ
叩
守

（
的
マ
ト
○
）

①
『
ｌ
【
１
画

叫
心
洲
細
侶
砥
雌
喋
喧
縦
－
－
桶
咄
遥
◎



(b)住所又は勤務先変更

名’ 住所新Nql氏員会

関東支部

(特別会員）

埼玉県浦和市中尾842古庄方

東京都杉並区成宗3－561

〃港区白金4－10－18白金マンション404号

〃目黒区目黒本町1-15-23三渕本町アノート303号

本座栄一

松尾治亘

鈴木礼三

江畑一路

68－903

68－969

4433

7755

.へ

征会員）

麻生雅幸|東京都三鷹市牟礼'-』‘’?-50』
EDWINRSEAVERⅢ東京都港区高輪2－1－15伊皿子アミート405号

福田義一｜東京都杉並区東田町2－156

－色忠之愛知県名古屋市千種区光ケ丘ソニー光ケ丘寮

河原昭三神奈川県三浦市三崎町小網代219

加藤武静岡県沼津市平町181－16

情水栄太郎東京都文京区音羽町2－1－20

鈴木英也〃港区三田4－13－16梶方

沢山昇兵庫県姫路市野里字川田124

吉田秀宮城県仙台市原町小田原中八合1-1A08-404

山下新平東京都目黒区青葉台3－15－3

下河辺明〃世田谷区上野毛1－19－1メソン上野毛701

笠原貞夫神奈川県川崎市四谷上町187味の素矛一寮

6674

7816

0062

３
４
８
０
６
２
６
１

69－059

5099

5524

6627

1227

69－0882

7807

68－964

‐、

(準会員）

神奈川県鎌倉市稲村ケ崎4－9－17桂大介68－991

公団_t本町ｱ､二卜6133

支部

山内信夫｜大阪市天王寺区上本町7－34
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一一

｜
住 所I

」
－8

会 負
氏名’

Nu 新

竹村健一

猪上忠彦

松岡敏

岸田敬三

◎木村治愛

９
１
４
６
２

１
２
３
８
９

兵庫県芦屋市翠ケ丘21－8

〃加司|席平岡町二俣石原造船社宅102号

〃高松市花宮町2－3－3

大阪府羽曳野市伊賀537

〃八尾市山本町南7－163

へ

東海支部

’’◎大木英男|愛知県知多郡知多町大草字大瀬20－’

13野沢淳二〃名古屋市千種区若竹町1－39ゆたか荘

19村松省吾〃〃昭和区荒田町4－3

20浅井欣也〃〃守山区小幡北屋敷1県営住宅F-16

31小島基作東京都杉並区本天沼3－38－12

’野畑義彦｜愛知県愛知郡横須賀町大字養父字八ケ池3109

寸

’

’|山田弥一｜〃名古屋市港区魁町3－2］146

(c)会員間の異動
へ

|支部名|会員Ⅲ‘｜氏名｜
（特別会員より正会員へ）

所属艇

▼

Ⅱ

帝
Ⅱ
ＴＳＡ
Ｅ
Ａ

岐

Ｎ
Ｒ
工
Ｏ

工
Ｏ
で
、
Ｎ

Ｔ

Ｓ
Ｅ
ふ
Ｆ

工
Ｔ
五

Ｒ
工
Ａ
ｂ
Ａ
Ｕ

Ｈ
Ｈ
Ｏ

Ｃ
Ｗ
と
桜
Ｎ
Ｐ
那 ’

’
一○U一

部

部

支

支

″
″
″
″
″

東

海

関

東

7746

5025

6690

7766

68－0885

69－025

33

福山美晴

P．R、GA工NE

大矢武信

柴田義明

山下 直

本間武男

白 戸 健



’’ 所属艇会員Nq 氏 名支部 名

8‘｜岸田敬三｜ホンケ
(正会員より特別会員へ）

内海支部’

Ａ
Ｉ

工
Ⅲ
０
Ｓ
，
Ｓ
卜
Ｏ

Ｎ
０
０
Ⅲ
Ⅱ

Ａ
一
Ｍ
ツ
エ

Ｈ
Ｅ
美
Ａ
美

０
Ａ
皿
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
ろ

皿
Ｏ
工
Ｏ
工
Ｕ
Ｓ
Ｉ

桜
Ｖ
Ｎ
Ｈ
夕
Ｙ

Ｓ
Ｐ
Ｅ
工

１
ｊ
ｊ
Ｊ

１

２
０
８
６
４
Ｕ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
ロ
し

０
５
７
２
３
Ｌ
Ｙ
Ｎ
Ｍ
ド

６
６
１
５
２
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ａ
／

、
ｊ
｝
Ｍ
智
０
Ｃ
Ｄ
智
ド
や

く
く
Ｉ
ｉ

Ｉ

へ

茂
夫
潔
夫
男
司
員
夫
自
満
一
次
市
彦
昭

会

和
英
輝
一
郡
正
康
研
紀
厚
英
忠

り

林
沢
田
荘
部
田
よ
岡
嵐
沢
元
木
沢
上
田

十

員

小
宮
富
本
服
成
会
秋
五
宮
根
鈴
館
猪
頼

９
１
７
１

準
５

８
８
８
１
６
４
ｒ
ｌ
７
２
３
２
９
３
１
９

８
８
８
６
９
０
９
０
４
７
４
９
２
１

０
０
０
１
０
７
８
８
７
０

－
一
一
－
６
７
７
７
－

８
８
８
８
８

６
６
６
６
６

部
部
部
部
部
部

支
支
支
支
支
支

″
″
″
″
″
″
″
″

海

東
海
海
東
海
内

関
内
東
関
内
西

ニー

『

』

へ

3．新登録艇の紹介

1ﾌﾘーﾄ支部イーノレ 艇名RIG|クラスLOA×エ』WI｣×B×．オーナー
Nq

関東642KEIJoNIAHsW7.490×6.100×2.300×1.550西村真!!小網代

648ENAMoRADA"V6.310×5500×2.000×1.300尾崎良盛猩ア

649MAR(JARET〃〃6.500×5.400×2040×1400宇都宮道春横浜

宮沢英夫i葉山650VEGAⅢ〃Ⅳ7.490×6.100×2.300×1.550 VEGA.zd,

｜怠
65101MA〃〃24100p×1y20U×7900×400p長谷川喜一郎

652AT,mrANDRAH〃V6.500×5.400×2.040×1.400蛯名毅

R,G|ｸﾌｽ←ノレ

Nq
艇 名支部
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》
血

I｣OA×LWI｣×B×．支部 艇名 R工G||クラス オーナー フリート

ｊ

津
ァ
磯
浦
谷

紹
圭
罐
諸
為
圃
絢
幅
為
識
灌
衣
三

武
郎
沼
寛
馬
哉
二
夫
夫
光
ｍ
・
男
大

哲
時
静
節
淳
由
茂
正
皿
嘉
高

Ａ

藤
藤
田
沢
崎
泉
池
肥
藤
比
叩
原
田

Ｕ

加
伊
吉
熊
坂
小
菊
土
斎
日
旧
榊
小

１
日
‐

０
ぴ
０
０
９
３
×
×

０
＃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
ぴ
５
５
０
５
０
０

４
６
４
４
４
４
６
５
３
６
７
２
９

◆

や

１

１
１
１
１

１
１
１
１
１
０

砿
幻
味
砿
砿
味
幻
砿
味
砿
味
吹
味

０
Ｎ
４
２
４
４
Ⅱ
０
０
１
０
６
０

１
０
０
０
０
０
０
３
３
５
７
２
０

２
０
２
２
２
２
０
２
２
２
２
２
２

眠
け
啄
豚
砿
豚
０
砿
啄
砿
豚
叺
砿

０
２
０
０
０
０
２
０
５
０
４
５
０

８
×
４
９
４
４
×
１
４
７
３
２
８

５
６
５
４
５
５
Ⅱ
６
５
６
７
５
４

×
１
×
×
×
×
１
×
×
×
×
×
×

０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０

０
０
４
０
０
９
０
１
９
５
０

３
４
５
２
５
５
‐
ざ
４
０
６
３
８
５

７
２
６
７
６
６
２
７
７
８
９
６
５

Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

Ｓ
〃
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃
〃

Ａ
Ｉ
Ⅱ
Ｒ
Ｉ

Ｓ

Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｉ
Ｏ
玄
Ｕ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｂ
Ａ
を
）

Ｒ
Ⅲ
Ｋ
Ｎ

Ａ
Ａ
Ｎ
ぐ
一
Ｕ
、
恥
叫
唖
諏
ぶ

Ａ
Ｓ

ｍ
唾
、
即
工
加
皿
皿
画
Ｕ

Ｎ
Ｂ
Ｏ
と
Ａ
Ｍ
Ｊ
０
０
Ｂ
Ｅ
Ｐ
い

３
４
５
６
７
８
９
０
１
７
８
０
１

５
５
５
５
５
５
５
６
６
３
３
４
４

６
６
６
６
６
６
６
６
６
２
２
２
２

東
海
関
東
1へ

京都7181TAM-TAMI〃Ⅳ7450×6.300×2.500×1.250田村正男ピワコ

719IGYPSYQUEEN〃Ⅳ7.490×6.143×2.300×1.500脇尾誠一ビワコ

宮
宮
松

西
西
高

夫
郎
美

輝
三
善

荘
川
田

本
頴
三

０
‐０２３×

１

０
Ｏ

Ｏ
５
８

４
２
３

Ｑ

由

１
１

９
×
×

×
０
０

Ⅲ

０
０

０
９
０

６
１
２

４
啄
眠

２
０
０

×
β
１

Ｍ

５
５

０
×
×

８
０
０
８
０

９
４
８

２
７
５

Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

砿
″
″

珊
淳

ｓ

ｏ
み

Ｍ

な

Ｅ

Ｎ
ふ
ゎ

工

Ｈ
茅
し

６
７
８

２
２
２

５
５
５

海内

へ

す
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あとがき

シーズン中のシーズンともいうべきときを迎えて、太平洋横断レースをはじめ、「チタⅢ」

「白雲」とセツの海を目ざして大飛躍をする艇もぞくぞくと現われて、ニュースも輻湊し、興

味ある記事がズラリと並び注した。恐らく会員の皆さんのご満足を得らるることと思い左す。

また今回は各支部からも揃って投稿下さいましたので、歯の抜けたようなニュースにたらず

安心いたしましたo厚くお礼申し上げます。今後も〆切日だけは厳守していただき、よりよき

ニュースにいたしたいと考えています。何卒ご協力のほどお願いいたします。

次の〆切は8月31日であります。

(高村記）
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